
登
録
の
現
況

会
員
数
減
少
も
登
録
頭
数
は
微
増

自
動
登
録
の『
事
故
照
会
』を

　
　
　
減
ら
し
ま
せ
ん
か
？

～
確
実
な
授
精
報
告
の
お
願
い
～

第

回
通
常
総
会

全
国
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
協
議
会

―
第

回
全
共
に
向
け
一
丸
と
な
っ
て
支
援
―

今
後
の
行
事日

本
ホ
ル
協

自
動
登
録
増
加
に
伴
う

事
故
照
会
増
加
が
課
題

な
ぜ
自
動
登
録
な
の
に

事
故
照
会
ば
か
り
届
く
？

３
年
ぶ
り
に
　
　
　
　

前
年
度
頭
数
を
超
え
る

自
動
登
録
率
は
８
割
目
前

移
動
証
明
は
減
少
の
一
途

会
費
納
入
は
毎
年

件

以
上
減
少
続
く
　
　
　

令
和
６
年
度
事
業
等
報
告

新
役
員

認
定
ジ
ャ
ッ
ジ
マ
ン

名
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山本新会長

◇
第
３
２
７
回
理
事
会

　
３
月

日
（
ビ
ジ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
品
川
）

◇
社
員
選
挙

　
５
月

日
、
各
選
挙
区

◇
社
員
選
挙
管
理
委
員
会

　
５
月

日（
日
ホ
会
議
室
）

◇
令
和
６
年
度
決
算
監
査
会

　
５
月

日（
日
ホ
会
議
室
）

◇
第
３
２
８
回
理
事
会

　
５
月

日
（
Ａ
Ｐ
東
京
八

重
洲
）

◇
第
３
２
９
回
理
事
会

　
６
月

日
（
Ａ
Ｐ
東
京
八

重
洲
）

◇
第

回
通
常
総
会

　
６
月

日
（
Ａ
Ｐ
東
京
八

重
洲
）

◇
令
和
７
年
度
地
区
別
登
録

委
員
研
修
会
お
よ
び
支
部
・

承
認
団
体
夏
期
登
録
事
務
担

当
者
会
議

　
７
月
中
旬
～
８
月
上
旬
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
開
催

◇
第

回
全
共
出
品
委
員
現

地
打
合
会

　
８
月
１
日
（
全
共
会
場
）

◇
第

回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会

　

月

日
～

日
（
全
共

会
場
）

　
日
本
ホ
ル
協
で
は
、
申
込

書
不
要
・
証
明
書
発
行
が
早

い
・
料
金
割
引
の
「
自
動
登

録
」
を
引
き
続
き
推
進
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
都
府
県

に
お
け
る
自
動
登
録
率
（
血

統
登
録
雌
牛
の
う
ち
自
動
登

録
に
よ
る
も
の
の
割
合
）
は


・
１
％
ま
で
増
加
す
る
見

込
み
で
す
。
会
員
農
家
や
登

録
委
員
の
皆
様
に
は
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
自
動
登
録
を
実
施
す
る
農

家
は
増
え
て
い
る
の
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
事
故
照
会

も
増
え
て
い
る
問
題
が
あ
り

ま
す
。

　
そ
れ
は
、
自
動
登
録
の
対

象
牛
の
う
ち
約
２
割
が
登
録

上
何
ら
か
の
不
備
が
あ
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
血
統
登
録
証
明

書
を
発
行
で
き
て
い
な
い
こ

と
で
す
。
そ
の
多
く
が
授
精

報
告
の
不
備
に
よ
る
も
の

で
、
令
和
６
年
度
自
動
登
録

申
込
件
数
（
令
和
７
年
２
月

末
現
在
）
３
万
７
１
０
件
の

う
ち
、
４
８
３
０
件
が
「
授

精
報
告
が
な
い
」
「
授
精
報

告
は
さ
れ
て
い
る
が
内
容
に

不
備
が
あ
る
」
と
い
う
も
の

で
し
た
（
図
１
参
照
）
。

　
授
精
報
告
に
不
備
が
あ
る

と
、
父
牛
を
確
定
で
き
な
い

た
め
、
血
統
登
録
証
明
書
を

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
場
合
、
授
精
記
録

を
確
認
す
る
た
め
に
「
事
故

照
会
」
の
文
書
を
送
付
し
て

お
り
、
血
統
登
録
証
明
書
を

発
行
す
る
た
め
に
は
授
精
証

明
書
な
ど
の
送
付
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
「
自
動
登
録
を
始
め
た
の

に
、
血
統
登
録
証
明
書
が
来

な
い
！
代
わ
り
に
事
故
照
会

の
書
類
ば
か
り
届
く
…
な
ぜ

だ
ろ
う
？
」
と
思
っ
て
い
る

方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

か
？
　

　
自
動
登
録
は
１
頭
１
枚
の

申
込
書
記
入
が
不
要
で
す

が
、
必
要
な
作
業
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
家
畜
改
良
セ

ン
タ
ー
へ
の
「
出
生
報
告
」

と
、
子
牛
が
生
ま
れ
る
前
ま

で
の
「
授
精
報
告
」
で
す
。

　
「
出
生
報
告
」
は
耳
標
装

着
と
と
も
に
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
た
め
比
較
的
問
題
な

く
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
授
精
報
告
」
は
農
家
や
母

牛
の
状
況
に
よ
っ
て
漏
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
が

事
故
照
会
の
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
授
精
報
告
の
タ
イ

ミ
ン
グ
は
子
牛
が
生
ま
れ
た

後
で
は
な
く
、
授
精
を
行
っ

た
都
度
、
受
胎
・
不
受
胎
に

関
わ
ら
ず
報
告
す
る
よ
う
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
の

理
由
は
、
自
動
登
録
の
仕
組

み
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
授

精
の
都
度
報
告
さ
れ
た
授
精

デ
ー
タ
は
家
畜
改
良
デ
ー
タ

バ
ン
ク
に
蓄
積
さ
れ
て
お

り
、
子
牛
の
出
生
報
告
が
出

さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
出

生
報
告
デ
ー
タ
に
授
精
デ
ー

タ
が
紐
づ
け
さ
れ
て
日
本
ホ

ル
協
に
送
信
さ
れ
て
く
る
た

め
、
出
生
報
告
し
た
時
に
は

す
で
に
授
精
報
告
が
終
わ
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
で
す
。

　
授
精
報
告
漏
れ
の
原
因
は

次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
当
て
は
ま
る
方
は
是
非

と
も
改
善
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
牛
群
検
定
繁
殖
情
報
を
利

用
す
る
自
動
登
録
農
家
の
場

合
】

①
立
会
時
の
授
精
報
告
漏
れ

　
牛
群
検
定
立
会
の
際
に
検

定
員
へ
授
精
報
告
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
必

ず
前
月
検
定
以
降
の
授
精
記

録
を
検
定
員
に
報
告
し
て
く

だ
さ
い
。

②
未
経
産
牛
の
牛
群
検
定
加

入
の
遅
れ

　
未
経
産
牛
は
ま
だ
搾
乳
し

て
い
な
い
の
で
、
「
牛
群
検

定
へ
は
分
娩
し
て
か
ら
加
入

す
る
」
と
い
う
農
家
が
一
定

程
度
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ

が
原
因
と
な
り
、
初
産
で
生

ま
れ
た
子
牛
が
す
べ
て
事
故

照
会
に
な
っ
て
し
ま
う
事
例

が
あ
り
ま
す（
図
２
参
照
）。

　
未
経
産
牛
は
、
初
産
分
娩

す
る
前
ま
で
に
牛
群
検
定
に

加
入
し
、
授
精
報
告
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
育
成
牧
場
へ

の
預
託
牛
も
同
様
で
す
。

　
ま
た
、
未
経
産
牛
も
牛
群

検
定
に
早
期
に
加
入
す
る
こ

と
で
、
牛
群
全
体
の
分
娩
頭

数
の
予
測
や
未
経
産
牛
の
繁

殖
成
績
を
把
握
す
る
こ
と
に

も
繋
が
り
ま
す
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
精

報
告
す
る
自
動
登
録
農
家
の

場
合
】

　
自
動
登
録
を
開
始
す
る
際

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

授
精
デ
ー
タ
入
力
を
選
択
し

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
入
力
す

る
の
を
忘
れ
て
い
る
、
も
し

く
は
入
力
方
法
が
分
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
方

が
お
ら
れ
ま
す
。
今
一
度
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
力
に
つ

い
て
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
日
本
ホ

ル
協
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
入

手
で
き
ま
す
。

◇
　
◇
　
◇

　
自
動
登
録
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
血
統
登
録
証
明
書
の
発

行
が
早
く
、
書
類
が
い
ら
な

い
こ
と
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
事
故
照
会
に
な
っ
て
し

ま
う
と
証
明
書
発
行
は
遅
く

な
り
、
書
類
提
出
が
必
要
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
是
非
と
も
確
実
な
授
精
報

告
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
事
業
部
・
門
間
）

　
令
和
６
年
度
（
令
和
７
年

１
月
末
現
在
）
の
都
府
県
別

の
血
統
登
録
申
込
み
、
移
動

証
明
を
は
じ
め
各
種
申
込
並

び
に
会
費
納
入
件
数
を
左
表

に
示
し
ま
し
た
。

　
血
統
登
録
雌
牛
申
込
頭
数

は
個
別
・
自
動
登
録
含
め
、

３
万
６
７
０
頭
で
前
年
度
同

期
よ
り
２
９
０
頭
の
増
と
な

り
、
率
に
し
て
１
０
１
％
と

な
り
ま
し
た
。
前
年
度
の
頭

数
を
超
え
る
の
は
実
に
３
年

ぶ
り
で
す
。

　
令
和
６
年

月
に
全
国
の

酪
農
家
戸
数
が
一
万
戸
を
割

っ
た
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま

し
た
が
、
依
然
と
し
て
酪
農

家
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し

い
状
態
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
状
況
は
日
本
ホ
ル

協
の
会
員
数
の
減
少
に
も
繋

が
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年

度
の
血
統
登
録
の
増
加
は
、

各
県
の
登
録
委
員
及
び
関
係

者
が
登
録
普
及
推
進
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
結
果
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
酪
農
家
を
は
じ
め
、
皆
様

に
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
今
後
も
登
録
頭

数
の
増
加
が
続
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
血
統
登
録
全
体
で
増
加
に

な
り
ま
し
た
が
、
自
動
登
録

も
同
じ
く
、
今
年
度
の
申
込

は
２
万
３
９
５
２
頭
と
な

り
、
前
年
度
同
期
よ
り
９
１

９
頭
の
増
、
率
に
し
て
１
０

４
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
体
で
見
る
と
半
数
以
上

の
都
府
県
で
増
加
し
て
お

り
、
特
に
熊
本
県
（
１
９
０

頭
）、群
馬
県（
１
４
３
頭
）、

岡
山
県
（
１
３
６
頭
）
、
鹿

児
島
県
（
１
３
５
頭
）
、
岩

手
県
及
び
大
分
県
（
１
１
３

頭
）
で
は
１
０
０
頭
以
上
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。
血
統

登
録
全
体
に
占
め
る
自
動
登

録
の
率
は

・
１
％
と
な
り
、

前
年
度
よ
り
も
２
・
３
ポ
イ

ン
ト
上
昇
。
令
和
元
年
度
と

比
較
す
る
と

ポ
イ
ン
ト
も

増
加
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
自
動
登
録
実
施
農

家
戸
数
は
１
８
６
４
戸
と
、

前
年
度
よ
り

戸
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で

登
録
頭
数
が
増
加
に
転
じ
た

の
は
、
大
型
農
家
の
自
動
登

録
へ
の
切
り
替
わ
り
や
、
審

査
中
の
普
及
推
進
、
各
県
担

当
者
の
推
進
活
動
に
よ
る
成

果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
自
動
登
録
は
全
頭
登
録
が

必
須
と
な
り
ま
す
が
、
個
別

登
録
よ
り
も
安
価
で
素
早
く

登
録
さ
れ
る
の
が
自
動
登
録

の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

牛
舎
に
い
る
全
頭
を
血
統
登

録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
牛
群

改
良
が
よ
り
一
層
進
み
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
日
本
ホ
ル

協
の
自
動
登
録
の
普
及
推
進

に
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
移
動
証
明
申
込
件
数
は
１

５
５
４
頭
で
、
前
年
度
同
期

よ
り
２
８
９
頭
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。
移
動
証
明
が
不

要
な
自
動
登
録
の
普
及
に
伴

い
、
移
動
証
明
の
件
数
も
年

々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
従
来
の
申
込
書

が
必
要
な
個
別
登
録
で
は
、

牛
が
移
動
し
所
有
者
が
変
更

さ
れ
た
場
合
に
は
移
動
証
明

申
込
み
が
必
要
で
す
。
血
統

登
録
の
事
故
照
会
理
由
の
一

位
は
「
証
明
書
不
備
」
で
、

次
に
多
い
の
が
母
牛
の
「
移

動
未
了
」
で
す
。

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
も

車
等
の
名
義
を
変
更
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
必
要

に
応
じ
て
変
更
を
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
牛
で
も
同
じ

こ
と
で
す
。
牛
を
移
動
し
て

所
有
者
が
変
わ
り
ま
し
た

ら
、
忘
れ
ず
に
移
動
証
明
の

申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
離
農
等
に
よ
る
会
員
減
少

に
伴
い
、
会
費
の
減
少
も
続

い
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
の

会
費
納
入
件
数
は
３
６
０
７

件
で
、
前
年
度
同
期
よ
り
も

２
４
５
件
減
少
し
ま
し
た
。

　
会
員
の
増
加
よ
り
も
減
少

す
る
県
の
方
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成

年
１
月
末

の
会
費
納
入
件
数
は
４
９
９

６
件
で
し
た
が
、
現
在
ま
で

に
約
１
４
０
０
件
減
少
し
て

い
て
、
毎
年
２
０
０
件
以
上

減
少
し
て
い
る
状
況
で
す
。

（
事
業
部
・
國
行
）

　
全
国
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良

協
議
会（
中
六
角
保
広
会
長
）

は
２
月

日
、
（
一
社
）
家

畜
改
良
事
業
団
会
議
室
に
お

い
て
第

回
通
常
総
会
を
対

面
と
Ｗ
ｅ
ｂ
を
併
用
し
た
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に
よ
り
開

催
し
、
前
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告
、
令
和

７
年
度
事
業
計
画
案
並
び
に

収
支
予
算
案
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
に
つ
い
て
協

議
し
、
全
て
原
案
ど
お
り
可

決
承
認
さ
れ
た
。
開
会
に
先

立
ち
中
六
角
会
長
か
ら
、

「
第

回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
が
素
晴
ら
し
い

も
の
と
な
る
よ
う
一
丸
と
な

っ
て
支
援
し
て
い
く
」
と
、

力
強
い
挨
拶
が
述
べ
ら
れ

た
。

　
事
業
報
告
で
は
、
昨
年


月
に
愛
知
県
で
開
催
し
た
ジ

ャ
ジ
ン
グ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ

い
て
、
愛
知
県
・
岐
阜
県
の

両
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志

会
並
び
に
愛
知
県
酪
農
協
、

愛
知
県
畜
産
総
合
セ
ン
タ
ー

の
協
力
の
も
と
、
全
国

都

道
県
・
Ａ
Ｉ
事
業
体
か
ら
総

勢
１
４
０
名
の
参
加
に
よ
り

盛
会
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

　
来
年
度
事
業
計
画
で
は
、

ジ
ャ
ジ
ン
グ
・
ス
ク
ー
ル
を

７
月
に
青
森
県
に
お
い
て
開

催
す
る
こ
と
、
セ
ミ
ナ
ー
・

酪
農
講
演
会
に
つ
い
て
は
、

時
々
刻
々
と
変
わ
る
世
界
情

勢
、
或
い
は
国
内
情
勢
に
つ

い
て
研
修
会
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
国
内
優
良
遺
伝
子

の
有
効
活
用
が
図
れ
る
よ
う

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く
こ

と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

　
総
会
終
了
後
に
開
催
し
た

第

回
理
事
会
に
お
い
て
、

新
三
役
・
代
表
監
事
が
互
選

に
よ
り
決
定
し
た
。
な
お
、

新
役
員
は
左
記
の
と
お
り
。

会
長

山
本
真
五
（
中
国
地

区
・
岡
山
県
）

副
会
長


田
智
貴
（
北
海

道
地
区
）
、
中
村
毅
（
九
州

地
区
・
福
岡
県
）

理
事

八
幡
勝
幸
（
東
北
地

区
・
岩
手
県
）
、
三
輪
圭
吾

（
関
東
地
区
・
群
馬
県
）
、

高
橋
直
人
（
中
部
北
陸
地
区

・
静
岡
県
）
、
出
口
順
也

（
近
畿
地
区
・
兵
庫
県
）
、

和
氣
啓
介
（
四
国
地
区
・
愛

媛
県
）

代
表
監
事

伊
藤
宏
（
関
東

地
区
・
神
奈
川
県
）

監
事

宮
垣
俊
介
（
中
部
北

陸
地
区
・
岐
阜
県
）
、
山
下

大
介（
中
国
地
区
・
鳥
取
県
）

　
愛
知
県
で
開
催
し
た
ジ
ャ

ジ
ン
グ
・
ス
ク
ー
ル
に
お
い

て
優
秀
な
成
績
を
修
め
、
新

た
に
認
定
ジ
ャ
ッ
ジ
マ
ン
の

資
格
を
取
得
し
た

名
は
次

の
と
お
り
。
全
国
各
地
の
共

進
会
並
び
に
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ

で
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

編
田
尚
弘
氏
（
北
海
道
）
、

小
原
潤
哉
氏
（
北
海
道
）
、

清
水
利
月
氏
（
岩
手
県
）
、

川
村
亮
氏
（
千
葉
県
）
、
内

田
利
光
氏
（
静
岡
県
）
、
今

山
陽
一
氏
（
宮
崎
県
）
、
岡

橋
勇
太
氏
（
（
一
社
）
家
畜

改
良
事
業
団
）
、
水
野
賢
一

氏
（
（
一
社
）
家
畜
改
良
事

業
団
）
、
只
石
大
喜
氏

（
（
株
）
野
澤
組
）
、
粂
咲

良
氏
（
（
株
）
野
澤
組
）
、

平
川
黎
氏（
Ａ
Ｂ
Ｓ（
株
））


